
考
え
る
と
共
に
、
各
事
業

所
の
理
解
を
要
望
す
る
事

と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

改
善
に
伴
う
講
習
会
を
開

く
予
定
に
な
る
。

②
福
利
厚
生
事
業

組
合
員
各
位
に
一
番
密

着
し
て
い
る
厚
生
事
業
を

一
段
と
強
化
す
る
為
、
本

部
厚
生
委
員
の
他
に
各
支

部
担
当
の
専
門
委
員
を
設

け
愛
板
共
済
制
度
の
加
入

促
進
に
助
力
を
願
う
。
な

お
、
事
務
局
で
保
管
し
て

い
る
共
済
手
数
料
も
年
々

増
え
つ
つ
有
る
が
、
こ
れ

を
組
合
事
業
資
金
に
使
用

す
る
為
に
は
、
公
平
を
期

す
る
事
が
原
則
で
有
り
、

組
合
員
の
九
割
以
上
の
加

入
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
他
、
健
康
保
険
、

労
災
保
険
、
年
金
基
金
の

加
入
増
強
に
力
を
入
れ
る
。

③
各
委
員
会
の
構
成

任
期
満
了
に
伴
い
各
委

員
会
に
所
属
し
て
頂
く
委

員
の
人
選
と
適
性
を
協
議

し
た
。
ま
た
青
年
部
代
表

に
は
、
理
事
会
出
席
を
認

め
理
事
待
遇
と
す
る
。

以
上
・
五
時
閉
会
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陸
汀
●
ザ

識
負
届
専
ｒ
八
Ｎ
〕
色
目
ユ
ロ
マ
Ａ
一
Ⅱ
Ｕ
■
■
▼
ｎ
Ｕ
，
何
句
ｖ
八
Ｍ
Ｕ
●
日
ｖ
Ａ
ｎ
Ⅱ
凹
凸
局
Ｖ
Ａ
ｎ
ｕ
－
“
判
寺
八
Ｍ
ｕ
▲
・
■
７
，
叩
》
巳
見
雫
号
八
Ｕ
“
■
二
一
Ｙ
ｎ
Ｍ
】
”
局
二
▼
八
叩
ｕ
凸
■
一
■
。
Ａ
Ⅱ
Ⅷ
“
■
二
▽
八
Ⅱ
Ｕ
凸
昌
匡
■
具
佃
Ⅱ
》
凸
角
『
万
八
Ⅱ
Ｕ
○
早
号
．
八
叩
ｕ
毎
＄
回
ｖ
ｎ
Ｍ
ｗ
“
Ｒ
弓
八
Ⅱ
哩
虫
■
守
宮
八
Ⅱ
》
・
■
。
●
二
八
Ｍ
》
ｐ
■
一
一
Ｔ
Ａ
Ⅱ
Ⅶ
▲
品
凹
Ｆ
Ａ
皿
Ⅲ
唖
巳
唖
韓
Ｈ
Ⅱ
ｕ
凸
曇
一
一
智
二
八
Ｖ
．
邑
二
写

六
月
十
八
日
、
新
年
度

第
一
回
の
常
務
理
事
会
を

開
い
た
。
役
員
改
選
に
よ

り
今
年
度
よ
り
常
務
理
事

に
着
任
さ
れ
た
長
谷
川
信

俊
（
名
古
屋
中
）
小
島
広

点
事
業
の
取
組
を
協

議
し
た
。

①
共
同
保
証
事
業

保
証
制
度
発
足
か

ら
数
年
が
経
て
い
る

が
、
い
ま
だ
一
件
だ

け
の
実
績
に
過
ぎ
な

い
。
そ
こ
で
安
定
経

営
、
不
況
対
策
な
ど

に
対
応
出
来
る
よ
う

「
保
証
事
業
推
進
委

員
会
」
を
特
別
に
設

け
内
容
の
再
検
討
を

す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
、
保
証
事

業
を
逸
早
く
取
り
上

げ
成
功
し
て
い
る
他

の
県
板
の
実
績
や
方

法
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
保
証
内
容
、

検
査
体
制
の
簡
略
化

な
ど
、
適
用
事
業
所

が
取
組
易
い
方
法
を

（
知
多
）
の
両
氏
に
は
初

の
会
議
と
な
っ
た
。

平
野
理
事
長
挨
拶
に
続

き
平
成
五
年
度
事
業
計
画

に
も
と
づ
き
今
年
度
の
重

聯
平
成
五
年
度
第
一
回

琴
常
識
罫
狸
型
崇
塾
寿
劃

識

唯
２．°

＃
Ｊ
三

!f蝋蝉脚‘

Zｒ

望

蕊

蝿

級
は
４
時
間
の
制
限
時
間

と
釦
分
の
余
裕
時
間
内
で

行
わ
れ
た
。

課
題
は
昨
年
と
同
じ
形

式
の
物
で
あ
っ
た
が
半
田

付
け
作
業
に
お
い
て
長
い

あ
い
だ
炭
火
で
行
っ
て
き

た
が
今
年
か
ら
電
気
ご
て

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
、
そ
の
た
め
炭
火
の
暑

さ
は
無
い
変
わ
り
に
エ
ン

ジ
ン
発
電
機
の
騒
音
が
拍

子
木
の
音
と
共
に
暑
さ
を

増
し
た
。

翌
旧
日
は
作
品
の
採
点

が
同
会
場
で
行
わ
れ
た
。

（
内
外
装
板
金
）
を
実
施

Ｉ識

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

愛

考
慮
す
る
か
意
見
が
別
れ

た
。
ま
た
、
受
験
の
た
め
の

講
習
会
の
指
導
法
に
つ
い

て
、
現
場
の
日
常
作
業
で

は
殆
ど
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
こ
の
課
題
は
合
格
ラ

イ
ン
を
目
標
に
指
導
す
れ

ば
良
い
で
は
な
い
か
、
と

い
う
意
見
と
、
国
家
検
定

で
あ
り
、
１
．
２
級
資
格

者
で
あ
る
た
め
に
は
図
面

に
従
っ
て
理
論
的
か
つ
正

確
に
展
開
し
、
加
工
法
で

は
こ
の
部
分
は
こ
の
道
具

を
使
っ
て
こ
の
方
法
で
作

業
す
る
と
い
う
よ
う
に
基

本
的
な
こ
と
は
指
導
す
る

べ
き
だ
、
と
の
内
容
の
意

見
が
あ
っ
た
。

熱
心
な
意
見
交
換
も
笑

い
声
と
か
わ
り
次
回
に
は

指
導
者
の
研
究
会
を
お
こ

な
い
受
験
者
た
ち
が
高
い

レ
ベ
ル
の
作
品
で
合
格
で

き
る
よ
う
約
束
し
て
解
散

し
た
。

議
癖
篭
》
》
嬢
殿
瀧
郷

審
査
に
加
わ
っ
た
私
の

目
で
見
た
と
こ
ろ
平
均
し

て
、
合
格
ラ
イ
ン
は
越
え

て
い
る
が
少
し
注
意
を
し

て
作
業
す
れ
ば
美
し
い
仕

上
り
と
思
わ
れ
る
も
の
が

多
か
っ
た
。

し
か
し
、
彼
等
の
下
請

け
加
工
品
や
、
既
製
品
を

取
り
付
け
作
業
の
多
い
現

在
と
、
昔
職
人
の
製
品
加

工
か
ら
取
り
付
け
ま
で
を

美
し
く
仕
上
げ
よ
う
と
し

た
業
を
比
較
す
る
の
は
酷

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

採
点
終
了
後
、
場
所
を

か
え
て
軽
い
食
事
と
反
省

会
が
行
わ
れ
た
。

話
題
の
ひ
と
つ
に
作
業

中
の
態
度
に
つ
い
て
パ
イ

プ
台
、
折
り
台
の
足
の
件

で
、
道
具
と
治
具
の
区
別

の
つ
け
に
く
い
物
で
、
本

来
の
作
業
姿
勢
を
指
導
す

る
か
、
ま
た
、
最
近
は
作

業
台
を
使
用
し
て
立
っ
た

ま
ま
で
仕
事
を
す
る
方
法

が
普
及
し
て
き
た
こ
と
を

平
成
五
年
度

７
月
肥
・
岨
日
名
古
屋

市
北
区
安
井
町
の
愛
知
県

立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門

校
に
お
い
て
、
今
年
度
の

技
能
検
定
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
は
岡
崎
市
が
会
場

で
あ
っ
た
が
今
年
度
は
新

設
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の

会
場
で
１
級
唱
名
と
２
級

型
名
の
受
験
申
込
者
を
対

象
に
実
技
試
験
を
行
っ
た
。

肥
日
は
９
時
帥
分
よ
り

受
け
付
け
を
お
こ
な
い
皿

時
よ
り
作
業
を
開
始
し
た
。

作
業
時
間
は
昼
食
を
挟
ん

で
１
級
は
４
時
間
半
、
２
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⑤
着
地
ヨ
シ
！

動
作
の
例
題
と
し
て
活

用
し
て
下
さ
い
。

◎
Ａ
Ｓ
Ｋ
運
動
の
推
進

災
害
や
事
故
は
「
安
全

ル
ー
ル
無
視
」
・
「
危
険

予
知
の
不
足
」
・
「
確
認

不
足
」
等
に
よ
る
不
安
全

行
動
に
起
因
す
る
も
の
が

多
い
。
こ
の
た
め
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
「
危
険
感
度

を
高
め
「
考
え
た
安
全
行

動
」
を
習
慣
化
す
る
の
が

Ａ
Ｓ
Ｋ
運
動
の
狙
い
で
す

囚
安
全
ル
ー
ル
の
遵
守

回
指
差
呼
称
の
徹
底

図
危
険
予
知
の
実
践

◎
重
大
災
害
防
止
。

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

①
落
ち
る
ナ
ー
．
②
落
と

す
ナ
１
．
③
挟
ま
れ
る

ナ
！
④
感
電
す
る
ナ
！

⑤
爆
発
す
る
危
険
！

◎
４
Ｓ
・
又
は
６
Ｓ

整
理
、
整
頓
、
清
潔
、

清
掃
を
４
Ｓ
と
云
う
。

６
Ｓ
は
賎
、
習
慣
が
加

わ
る
。

一
・
作
業
通
路
を
つ
く
り

有
効
に
使
い
、
通
路
内

に
物
を
置
い
た
り
、
作

業
を
し
た
り
し
な
い
こ

と
。

二
．
物
の
置
き
方
は
、
安

定
し
、
区
別
さ
れ
、
そ

し
て
キ
レ
イ
ニ
ー
．

三
．
物
の
置
き
場
所
は
標

示
す
る
（
社
名
、
連
絡

先
等
）

四
・
毎
日
の
一
仕
事
一
片

付
け
を
確
実
に
実
行
し

異
常
気
象
と
は
云
え
、

寒
気
が
流
れ
込
み
、
日
本

あ
・
お

国
中
が
不
況
風
に
煽
ら

れ
、
一
方
北
海
道
南
西
沖

で
の
地
震
災
害
発
生
、
多

く
の
犠
牲
者
と
重
な
り
、

併
せ
て
政
府
の
早
急
な
対

策
を
必
要
と
す
る
時
に
、

政
権
の
異
変
一
体
ど
う
な

る
の
か
、
吾
々
の
感
心
は

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
釘
づ

け
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、

半
面
吾
々
を
取
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
鷹
が
獲
物
を

捕
獲
す
る
が
如
く
、
一
物

件
に
集
中
し
乱
戦
模
様
の

繰
り
返
し
、
値
崩
れ
に
拍

車
を
掛
け
、
益
々
困
窮
に

押
し
や
ら
れ
、
建
設
業
界

の
汚
職
、
だ
れ
を
信
用
し

て
良
い
か
疑
い
た
く
な
る

の
で
は
、
早
く
政
治
、
経

済
、
業
界
な
ど
な
ど
が
一

日
も
早
く
回
復
し
私
達
に

夢
を
与
え
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
を
踏
え

常
日
頃
か
ら
、
安
全
の
確

保
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
、

今
一
度
再
検
討
の
必
要
性

が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
の

時
期
、
安
全
作
業
に
於
け

る
技
能
講
習
や
、
資
格
取

得
の
絶
好
の
機
会
、
事
業

主
の
義
務
と
し
て
従
業
員

に
教
育
す
る
の
も
一
つ
の

＋
安
全
対
策
ノ

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
い
て
欲
し
い
」

全国板金業者大会へ参加してください！：
平成６年５月18日に開催される全板大会の参加コースが決まりました。＃

詳しくは後日各支部長さんに連絡いたしますので､支離長さんに申し：込んで頂くことにな.ります。（別表参照）
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方
策
と
も
云
え
よ
う
。

先
づ
は
初
歩
的
な
内
容

か
ら
、
記
述
し
て
見
よ
う
。

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先

す
る
」

◎
挨
拶
を
し
よ
う

一
．
心
構
え
と
し
て
挨
拶

は
、
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
作
る
た
め
の
潤
滑

油
で
す
。

一
．
右
手
の
親
指
と
人
差

指
で
、
ゼ
ロ
の
輪
を
作

り
、
他
の
指
は
ま
っ
す

ぐ
伸
ば
し
、
腕
を
高
く

上
げ
て
行
う
。
「
ゼ
ロ

サ
イ
ン
」
と
云
う
。

一
．
積
極
的
に
、
相
手
よ

り
先
に
す
る
様
に
、
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
．
挨
拶
を
受
け
た
ら
、

必
ず
返
す
こ
と
。
「
返

礼
」

一
・
工
事
現
場
に
於
い
て

は
顔
見
知
り
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
と
で

も
、
ゼ
ロ
サ
イ
ン
で
気

軽
に
挨
拶
す
る
。

◎
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

危
険
予
知

◆
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
作

業
指
示
書
・
施
工
計
画
書

に
も
と
づ
い
て
行
う
。

⑪
作
業
内
容
を
聞
き
、
大

切
な
事
は
メ
モ
す
る
。

②
早
の
み
込
み
、
早
合
点

を
し
な
い
。

③
体
調
、
服
装
、
保
護
具
、

の
指
示
に
従
い
、
尚
無
断

で
職
場
を
離
れ
な
い
事
、

歩
行
中
や
作
業
中
、
く
わ

え
タ
バ
コ
は
し
な
い
。
ク

レ
ー
ン
等
の
吊
荷
の
下
に

は
絶
対
に
入
ら
な
い
、
不

安
全
設
備
、
行
動
又
は
異

常
事
態
を
発
見
し
た
ら
、

監
督
員
や
作
業
指
揮
者
に
、

す
ぐ
知
ら
せ
る
。
な
ど
徹

底
し
た
活
動
を
望
み
、
安

全
作
業
は
無
理
、
無
駄
の

な
い
自
然
な
行
動
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

能
率
と
安
全
は
一
体
の
も

、
よ
》
っ

五
・
不
要
に
な
っ
た
品
物

は
、
速
や
か
に
持
去
る

事
。

◎
服
装
と
保
護
具

◆
服
装
・
キ
チ
ン
と
し
た

身
な
り
で
仕
事
を
し
よ
う

・
セ
イ
ケ
ッ
な
も
の
を
身

に
つ
け
よ
う
・
体
に
合
っ

た
も
の
を
身
に
つ
け
よ
う

◆
保
護
具
・
保
護
具
は
危

険
か
ら
身
を
守
る
も
の
で

す
・
使
う
前
に
異
常
の
有

無
を
点
検
し
よ
う
・
不
良

品
は
絶
対
に
使
わ
な
い
。

◆
安
全
帽
．
原
則
と
し
て

元
請
名
記
入
の
も
の
を
着

用
す
る
。

◆
通
常
は
安
全
靴
を
使
用

す
る
も
、
地
下
タ
ピ
及
び

滑
ら
な
い
靴
を
着
用
。

◆
安
全
帯
・
常
に
着
装
し

墜
落
の
お
そ
れ
又
は
２
ｍ

以
上
の
高
所
で
の
使
用
。

・
フ
ッ
ク
は
腰
よ
り
高
い

位
置
に
掛
け
る
。

◆
手
袋
・
防
じ
ん
メ
ガ
ネ
、

防
じ
ん
マ
ス
ク
。
作
業
に

応
じ
て
指
示
さ
れ
た
も
の

を
使
う
。

◎
｜
般
的
な
心
得

決
め
ら
れ
た
規
則
等
は

必
ず
守
り
、
同
僚
な
ど
の

不
安
全
行
動
を
発
見
し
た

ら
必
ず
注
意
し
、
是
正
し

て
頂
く
、
稼
動
し
て
い
る

機
械
類
に
は
絶
対
に
近
づ

か
な
い
事
と
し
、
ス
イ
ッ

チ
に
は
係
員
以
外
は
勝
手

に
扱
わ
な
い
、
作
業
は
、

監
督
員
又
は
生
指
揮
者

免
許
、
工
具
等
の

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

◆
危
険
予
知
（
Ｋ
Ｙ
）

を
し
て
、
作
業
し
よ
う
。

①
ど
ん
な
危
険
が
ひ
そ
ん

で
い
る
か
（
事
故
災

圭
己

②
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

（
対
策
）

③
こ
れ
が
危
険
の
ポ
イ
ン

ト
だ
（
重
要
項
目
を
定

め
る
）

④
守
ら
せ
る
人
を
決
め
る

⑤
チ
ー
ム
の
行
動
目
標
を

決
め
皆
ん
な
で
唱
和
す

る
◎
始
業
点
検

◆
作
業
前
に
必
ず
始
業
点

検
を
し
よ
う
。

・
不
良
工
具
は
な
い
か
。

・
不
良
安
全
帯
、
メ
ガ
ネ

マ
ス
ク
等
は
な
い
か
。

・
不
良
ワ
イ
ヤ
が
な
い
か

・
不
良
ガ
ス
ホ
ー
ス
は
な

い
か
。
（
特
に
電
動
工

具
関
係
を
注
意
す
る

事
）

◎
指
差
呼
称

◆
基
本
指
差
呼
称

⑩
目
で
↓
注
意
点
を
さ
が

し
決
め
る
。

②
指
で
↓
注
意
点
を
差
す

③
口
で
↓
○
○
ヨ
シ
！

△
吊
荷
の
作
業
を
す
る
場

合
は
、
笛
又
は
手
信
号
に

て
機
動
操
縦
者
に
合
図
に

よ
っ
て
指
示
す
る
。

①
台
付
ワ
イ
ャ
ョ
シ
ー
．

②
地
切
り
ヨ
シ
！

③
方
向
ヨ
シ
！

④
旋
同
ソ
！

沼
淫

の
で
あ
り
、
安
全
を
守
っ

て
行
う
仕
事
は
良
い
仕
事

に
巽
り
ま
す
。
「
私
は
怪

我
を
し
な
い
さ
せ
な
い
、

他
人
に
も
さ
せ
な
い
」
と

心
に
誓
い
、
今
日
も
安
全

作
業
に
取
く
み
ま
す
。
お

互
に
完
全
無
災
害
を
達
成

し
、
今
年
も
乗
り
き
り
た

い
も
の
で
す
。
ご
安
全
に
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（
水
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県
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一
一
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圭
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員
が
紹
介
さ
れ
た
。
第
４

号
議
案
（
そ
の
他
）
で
は

本
青
年
部
の
今
後
の
方
針

及
び
組
織
内
容
に
つ
い
て

改
善
す
る
様
指
摘
を
受
け

た
が
、
新
役
員
よ
り
順
次

対
応
す
る
旨
解
答
が
あ
っ

た
。
ま
た
本
年
度
の
中
板

協
図
面
コ
ン
ク
ー
ル
の
担

当
は
静
岡
県
板
と
の
発
表

が
あ
っ
た
。
総
代
会
終
了

後
、
懇
親
会
が
あ
り
和
や

か
な
雰
囲
気
の
内
に
お
開

き
と
な
っ
た
。
豊
田
松
井

愛
知
県
板
厚
生
委
員
会

（
滝
伸
次
委
員
長
）
は
、

６
月
明
日
㈹
２
時
帥
分
よ

り
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に

於
て
委
員
記
名
が
出
席
開

催
さ
れ
た
。
議
題
は

ｌ
福
利
厚
生
事
業
の
充
実

と
推
進
に
つ
い
て

２
各
種
保
険
制
度
の
内
容

に
つ
い
て

３
意
見
交
換

初
め
に
平
野
理
事
が
日

頃
は
県
板
で
行
っ
て
い
る

各
種
保
険
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
願
っ
て
い
る
が
、

国
民
年
金
基
金
の
加
入
率

は
卵
％
に
満
た
な
い
現
状

で
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

組
合
で
は
い
ろ
い
ろ
の

保
険
を
扱
っ
て
い
る
が
、

保
険
ご
と
に
扱
う
保
険
会

社
が
違
っ
て
い
る
。

川
国
民
健
康
保
険
は
全
国

板
金
業
国
民
健
康
保
険

組
合
で
我
々
の
母
体
組

合
が
運
営
し
て
い
る
。

②
福
祉
共
済
制
度
は
太
陽

生
命
保
険
相
互
会
社

③
全
国
板
金
業
国
民
年
金

基
金
は
日
本
生
命
保
険

相
互
会
社

側
中
小
企
業
特
定
退
職
金

共
済
・
中
小
企
業
経
営

者
年
金
共
済
は
三
井
生

命
保
険
相
互
会
社

⑤
労
働
者
災
害
補
償
保
険

厚
生
委
員
会
開
催

愛

総
代
会
開
催

（
労
災
保
険
）
雇
用
保
険

は
県
板
事
務
所
で
各
々

事
務
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。

各
保
険
会
社
か
ら
担
当

者
が
出
席
し
説
明
し
た
。

福
祉
共
済
制
度
は
今
年

９
月
、
５
回
目
の
更
新
に

な
る
、
こ
の
制
度
は
検
査

な
し
で
加
入
で
き
、
安
い

掛
金
で
高
額
の
補
償
が
得

ら
れ
る
な
ど
組
合
員
、
従

業
員
の
福
利
厚
生
に
適
し

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
だ

が
万
が
一
事
故
な
ど
に

あ
っ
た
時
に
は
一
助
と
な

る
が
入
率
を
み
る
と
岨
％

と
印
％
に
も
達
し
て
い
な

い
９
月
の
更
新
時
に
は
加

入
促
進
・
口
数
拡
大
を
図

り
た
い
。

国
民
年
金
は
国
の
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

な
ら
だ
れ
で
も
加
入
で
き

る
。
国
民
年
金
で
は
厚
生

年
金
ほ
ど
の
年
金
を
受
け

る
事
が
で
き
な
い
の
で
、

こ
れ
を
補
う
た
め
の
制
度

で
県
や
市
で
も
こ
の
制
度

が
あ
る
。
加
入
は
ぜ
ひ
県

板
の
国
民
年
金
基
金
に

入
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
怪
我
を
し
た
と

き
健
康
保
険
で
治
療
を
受

け
る
人
が
い
る
様
だ
が
、

仕
事
上
の
怪
我
は
健
康
保

険
で
治
療
す
る
事
は
出
来

な
い
事
に
な
っ
て
い
る
の

◇
中
板
協
青
年
部
◇

７
月
３
日
（
土
）
三
重

北
勢
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
於
て
岨
時
釦

分
よ
り
開
会
し
た
。

出
席
者
は
愛
知
・
岐
阜

・
三
重
・
静
岡
・
石
川
。

福
井
の
各
県
よ
り
Ｍ
名
、

但
し
富
山
県
板
に
は
現
在

青
年
部
組
織
が
無
く
、
石

川
県
板
青
年
部
は
本
年
度

よ
り
参
加
さ
れ
３
名
の
方

が
出
席
さ
れ
た
。

三
重
県
板
青
年
部
部
長

岩
間
氏
の
司
会
で
始
ま
っ

た
総
代
会
は
、
中
仮
協
青

愛
知
県
板
技
術
研
究
委

員
会
（
斎
藤
委
員
長
以
下

委
員
九
名
）
で
は
今
年
始

め
て
の
委
員
会
を
開
催
し

て
今
年
度
の
事
業
計
画
を

検
討
し
た
。

Ｌ
技
術
研
究
・
経
営
対

策
合
同
委
員
会
で
は
昨
年

十
一
月
に
板
金
工
事
積
算

講
習
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
皿
名
も
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
成
果
の
ほ
う
は

良
か
っ
た
と
言
う
意
見
や

も
う
少
し
具
体
的
に
出
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
も
う
一
度
開
催
し
た

ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

２
保
証
制
度
に
伴
う
、

「
鋼
板
制
屋
根
構
法
標
準
」

の
講
習
会
は
最
後
の
講
習

会
を
開
催
し
て
す
で
に
６

年
を
経
過
し
て
い
る
の
で

で
労
蛎
陳
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
未
加
入
の
組
合
員
は
県

板
事
務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

以
上
こ
れ
ら
の
保
険
は

従
業
員
や
事
業
主
本
人
の

た
め
の
各
種
保
険
で
あ
り

共
済
制
度
と
労
災
保
険
は

万
が
一
怪
我
を
し
た
り
入

院
を
し
た
時
の
補
償
の
為

に
、
国
民
年
金
基
金
と
退

職
金
共
済
は
事
業
を
止
め

た
と
き
や
老
後
の
為
の
貯

金
の
様
な
掛
金
で
あ
り
健

康
で
あ
る
若
い
時
か
ら
入

ロ
ー
』
毒
一
国
Ｄ
ロ
『
』
一
』
一
己
Ｉ
・
一
』
一
箸
●
●
凸
二
一
宕
弓
己
二
一
冠
。
ロ
・
』
【
一
宇
。
．
・
・
二
冒
・
０
．
・
画
一
醇
弓
“
ロ
・
『
一
雪
Ｆ
ｐ
ｐ
『
】
一
君
・
Ｉ
・
』
『
一
二
口
ｑ
凸
・
二
一
『
・
ロ
。
・
二
一
一
■
１
二
一
雪
冒
・
凸
一
』
舌
・
口
・
■
呂
宕
ｄ
‐
‐
ロ
二
一
二
■
ロ
。
凸
』
『
一
弓
。
ｑ
■
』
一
『
』
・
・
・
・
『
】
君
“
ロ
自
二
一
再
・
函
吊
一
雪
国

る
と
、
掛
け
金
も
少
な
く

て
す
み
老
後
も
子
供
に
頼

る
こ
と
無
く
安
心
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
支
部

に
帰
り
各
種
保
険
の
加
入

促
進
と
口
数
拡
大
に
協
力

を
お
願
い
す
る
。
保
険
の

事
で
判
ら
な
か
っ
た
り
詳

し
い
事
が
知
り
度
い
こ
と

が
あ
れ
ば
県
板
事
務
所
に

連
絡
す
れ
ば
委
託
保
険
会

社
か
ら
支
部
例
会
や
自
宅

ま
で
説
明
に
来
て
貰
え
る

と
の
事
で
あ
る
。
鷲
見

場
合
、
契
約
Ｉ
｜
上
事
を

行
う
と
き
、
こ
の
部
分
は

見
積
も
っ
て
い
な
い
か
ら

と
言
っ
て
施
工
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
そ
う

す
れ
ば
工
事
代
金
の
決
済

の
と
き
に
追
加
で
出
れ
ば

良
い
が
自
分
の
見
積
も
っ

た
部
件
で
あ
り
承
認
さ
れ

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
う

な
れ
ば
工
事
は
し
た
が
代

金
が
も
ら
》
え
づ
、
た
だ
働

き
に
な
る
。
ま
た
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
る
。

最
近
は
高
級
思
考
か
ら
、

建
物
も
複
雑
に
な
っ
て
き

て
い
て
、
し
っ
か
り
図
面

を
読
ま
な
い
と
隠
れ
た
場

所
が
あ
り
見
落
と
す
こ
と

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
次

回
の
積
算
講
習
会
に
は
、

図
面
の
読
み
方
も
含
め
た

講
習
会
を
開
く
よ
う
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
「
鋼
板
製
屋
根
構

法
標
準
」
の
講
習
会
は
先

に
ト
レ
ー
ナ
ー
諦
習
を
開

い
て
か
ら
年
度
内
開
催
を

目
途
に
開
催
す
る
こ
と
に

な
る
。次
回
委
員
会
は
８
月
配

日
に
図
面
に
関
す
る
資
料

な
ど
持
参
し
て
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
て
委
員
会
を

終
了
し
た
。

本
日
の
委
員
会
は
技
術

委
員
９
名
中
８
名
の
出
席

で
３
時
～
５
時
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
鷲
見

た
総
代
会
は
、
中
』

年
部
部
長
林
氏
の

挨
拶
の
後
、
来
賓

の
紹
介
が
あ
り
中

板
協
議
長
で
あ
る

鈴
木
静
岡
県
板
理

事
長
と
副
議
長
の

平
野
愛
知
県
板
理

事
長
が
来
賓
を
代

表
し
て
挨
拶
さ
れ

た
。
谷
倉
愛
知
県
板
青

年
部
長
を
議
長
に

選
出
し
て
議
案
審

議
に
入
り
第
１
号

議
案
（
事
業
報
告
、

決
算
報
告
）
よ
り

順
次
可
決
承
認
さ

れ
た
。
第
３
号
議

案
で
役
員
の
改
選

が
発
表
さ
れ
、
三

重
県
板
の
桑
原
氏

を
部
長
と
す
る
平

成
５
年
度
の
新
役

）
県
板
三
階
会
議
室

今
年
度
の
事
業
に
組
み
入

れ
た
ら
ど
う
か
。

ａ
講
習
会
の
開
催
方
法

は
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
分
け
て

行
っ
た
ら
ど
う
か
、
な
ど

を
検
討
し
た
。

積
算
講
習
会
に
つ
い
て
は

年
内
開
催
を
目
標
に
８
～

９
月
に
検
討
会
を
行
う
、

組
合
員
の
中
に
は
組
合
で

標
準
単
価
表
を
出
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
多
く

あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
い

つ
も
出
る
意
見
だ
か
、
公

正
取
引
委
員
会
に
抵
触
す

る
の
で
難
し
い
。
む
し
ろ

問
題
に
な
る
の
は
数
量
で

は
な
い
か
。
屋
根
の
㎡
数
、

外
壁
の
㎡
数
、
水
切
り
と

か
役
物
の
数
量
が
し
っ
か

り
出
せ
な
い
と
見
積
も
り

が
で
き
な
い
。
も
し
積
算

で
拾
い
落
と
し
が
あ
っ
た
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で
は
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
見
よ
い
傾
向
に

思
え
ま
す
が
、
反
面
、
抗

体
を
も
た
な
い
人
が
衛
生

状
態
の
悪
い
東
南
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
行
く

と
、
多
く
の
人
が
Ａ
型
肝

炎
に
か
か
る
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
予

防
法
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

の
注
射
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
現
地
で
の
飲
料
水
や

食
べ
物
の
衛
生
状
態
に
注

意
す
る
様
心
掛
け
て
下
さ

い
。
し
か
し
、
最
近
で
は

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
進
み
、

１
～
２
年
後
に
は
使
用
で

き
る
見
通
し
で
す
。
同
じ

く
経
口
感
染
す
る
Ｅ
型
は
、

妊
婦
が
か
か
る
と
劇
症
肝

炎
と
な
り
、
亡
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

日
本
で
は
Ｅ
型
の
問
題
は

あ
ま
り
な
い
と
い
え
ま
す

い
ま
の
と
こ
ろ
、
大
流
行

し
た
地
域
で
感
染
し
帰
っ

て
発
病
す
る
、
い
わ
ゆ
る

輸
入
肝
炎
し
か
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
型
は
大
流
行
す
る
特
長

が
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
状

態
の
よ
い
日
本
で
は
あ
ま

り
心
配
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｂ
型
肝
炎
に
は
、
生
ま
れ

た
時
に
母
親
か
ら
感
染

（
母
子
感
染
）
し
た
ウ
イ

ル
ス
や
幼
児
期
に
感
染
し

た
時
の
ウ
イ
ル
ス
を
一
生

持
ち
続
け
る
持
続
感
染

（
キ
ー
ア
）
と
、
一
過

日
本
に
は
慢
性
肝
炎
の

患
者
が
約
血
万
人
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肝
炎

と
い
え
ば
す
ぐ
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
が
日
本
の
場
合
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
は
全
体
の

卯
％
に
す
ぎ
ず
残
り
帥
％

は
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
の

で
す
。ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、

こ
れ
ま
で
、
飲
料
水
な
ど

か
ら
の
感
染
す
る
Ａ
型
と
、

血
液
を
介
し
て
感
染
す
る 蕊

接
・
間
接
に
他
人
に
つ
か

な
い
よ
う
次
の
事
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
歯
ブ
ラ
シ
・
カ
ミ
ソ
リ

等
は
専
用
に
し
他
人
の
物

は
使
わ
な
い
。

②
子
供
に
口
移
し
で
与
え

な
い
。

③
自
分
の
血
液
や
分
泌
物

の
つ
い
た
物
は
自
分
で
始

末
し
、
傷
の
手
当
て
等
も

自
分
で
行
う
。

肝
炎
を
恐
れ
て
神
経
質
に

な
る
必
要
は
な
く
、
当
り

前
の
衛
生
習
慣
を
守
っ
て

い
れ
ば
感
染
す
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
う
ち

一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
Ｃ
型
で
す
。
実
は
Ｃ

型
の
ウ
イ
ル
ス
自
体
は
ま

だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

し
か
し
、
Ａ
型
で
も
Ｂ
型

で
も
な
い
「
非
Ａ
非
Ｂ
型

肝
炎
」
の
研
究
の
な
か
で

Ｃ
型
肝
炎
の
概
要
が
少
し

づ
つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た

例
え
ば
、
Ｂ
型
肝
炎
で
は

な
い
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変

の
患
者
を
調
べ
る
と
帥
％

以
上
が
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
特
に
、
輸
血
に

よ
る
急
性
肝
炎
は
ほ
と
ん

ど
が
Ｃ
型
肝
炎
と
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｃ
型
肝
炎
が
問
題
な
の
は

成
人
し
て
か
ら
感
染
し
て

も
約
半
分
の
人
が
キ
ャ
リ

ア
に
な
る
事
で
、
ま
た
帥

％
以
上
の
人
が
慢
性
肝
炎

に
進
展
し
て
，
い
ま
す
。

《肝炎ウイルスの種類と特徴》

七
月
二
十
八
日
に
な
っ
て

や
っ
と
梅
雨
が
明
け
た
。

長
梅
雨
タ
イ
記
録
と
か
。

お
ま
け
に
台
風
が
相
次
い

で
発
生
し
、
こ
の
時
期
に

は
め
ず
ら
し
く
次
々
と
上

陸
し
て
悪
天
候
に
よ
け
い

拍
車
を
か
け
た
よ
う
だ
。

七
月
は
日
照
時
間
が
わ
ず

か
十
数
時
間
、
雨
の
一
滴

も
降
ら
な
か
っ
た
日
は
無

し
で
は
「
板
金
屋
を
殺
す

に
は
刃
物
は
い
ら
ぬ
」
と

で
も
言
い
た
く
な
る
。
で

も
雨
で
仕
事
が
捗
ら
な
い

位
で
不
平
を
言
っ
て
い
た

の
で
は
バ
チ
が
当
た
る
。

七
月
に
入
り
各
地
で
自
然

災
害
が
続
発
し
た
。

北
海
道
奥
尻
島
沖
の
地
震

と
津
波
、
以
前
と
し
て
続

く
雲
仙
普
賢
岳
火
災
流
、

九
州
各
地
の
集
中
豪
雨
な

ど
、
い
ず
れ
も
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
、
住
居
資
産

を
失
う
被
害
が
出
て
い
る
。

天
災
と
は
言
え
お
気
の
毒

な
出
来
ご
と
で
あ
る
。

こ
の
様
な
時
、
板
金
業
界

も
何
等
か
の
形
で
災
害
救

済
活
動
に
協
力
す
る
事
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

経:Ａ型肝炎ｉ２～３月をピークに季節発生の傾向だが、慢性肝炎に移

口1ウイノレス;行することはない｡海外旅行などの際感染のおそれ。
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；Ｂ型肝炎i血液や体液を介して感染。一過性感染と持続性感染があ

血；ウイルスiる。

液;デルタ(Ｄ)型肝炎旧型肝炎の人のみが感染し、欧米では劇症肝炎や重症肝
感；ウイルス;炎になることが多い。日本ではほとんど見られない。

染！§…洲…鶏龍濡醐蟻蛎聯

Ⅷ
剛
輔
Ⅷ
職
病

Ｃ
型
は
血
液
感
染
で
す
か

ら
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
献
血
者
の
血
液
に
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
を

も
つ
人
が
あ
る
か
ど
う
か

を
検
査
し
た
処
、
唖
％
の

人
が
Ｃ
型
肝
炎
の
キ
ャ
リ

ア
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
感
染
を

防
ぐ
為
、
今
日
で
は
献
血

の
際
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
抗
体
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
も
し
抗
体
が
陽
性
で

ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
と
推

定
さ
れ
る
場
合
は
本
人
に

通
知
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
を
防
ぐ
に
は
、

Ｂ
型
肝
炎
と
同
様
、
日
常

生
活
で
注
意
し
ま
す
が
、

Ｂ
型
に
比
べ
る
と
感
染
性

は
低
い
と
い
え
ま
す
も
し

Ｃ
型
肝
炎
に
か
か
っ
た
ら

初
感
染
の
場
合
は
安
静
と

高
た
ん
ぱ
く
の
食
事
に
よ

る
治
療
を
行
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
の
場
合
は
肝
機

能
が
正
常
な
無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア
で
は
通
常
の
生

活
で
様
子
を
見
ま
す
が
、

慢
性
肝
炎
で
は
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
る
治
療
が

検
討
中
で
す
。
血
液
を
媒

介
と
す
る
血
清
肝
炎
に
は

Ｂ
型
．
Ｃ
型
以
外
に
も
ま

だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

見
ら
れ
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
の

発
見
を
含
め
今
後
の
課
題

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

西
春
井
藤

七
月
一
一
十
八
日
”
畳

一
一
七
五
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
六
時
終
了
③

Ｂ
型
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
最
近
で
は

そ
れ
以
外
の
種
類
も
わ

か
っ
て
き
た
。
経
口
感
染

の
Ｅ
型
、
血
液
感
染
の
Ｃ

型
な
ど
で
す
。

Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
伝

染
性
肝
炎
の
主
な
原
因
で

日
本
で
は
急
性
肝
炎
の
２

～
３
割
を
占
め
、
即
～
如

歳
の
女
性
に
多
く
み
ら
れ

ま
た
冬
に
多
く
発
生
す
る

の
も
特
徴
で
す
。
し
か
し

一
度
感
染
す
る
と
抗
体
が

若でがて体の戦たの衛が接状け染て水食んある炎とで

いす多いを人中戦悪生あな態にす経をべ・りこにＡき

世がいるもは世前か状り関と衛る口通物ままとか型二

代、の人つ抗代・つ態、係密生だ感しやたせは力､肝度

板

性
感
染
と
が
あ
り
ま
す
。

一
過
性
の
急
性
感
染
は
大

人
に
な
っ
て
か
ら
感
染
す

る
ケ
ー
ス
で
、
肥
％
が
完

全
治
癒
し
ま
す
が
、
残
る

２
％
は
症
状
が
重
く
、
劇

症
肝
炎
と
し
て
、
％
が
死

亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
の
場
合
は
軽
い

肝
炎
に
は
な
り
ま
す
が
、

そ
の
後
は
生
涯
病
状
の
出

な
い
無
症
候
性
の
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
皿
％
程

の
人
が
慢
性
肝
炎
へ
と
進

み
、
人
に
よ
り
肝
硬
変
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

慢
性
化
し
た
場
合
は
高
た

ん
ぱ
く
の
食
事
を
し
、
食

後
は
横
に
な
り
血
中
の
栄

養
分
を
肝
臓
に
送
る
な
ど
、

薬
プ
ラ
ス
食
事
と
安
静
に

よ
る
治
療
が
必
要
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
で
一
番

重
要
な
の
は
キ
ャ
リ
ア
を

な
く
す
こ
と
で
す
。
キ
ャ

リ
ア
は
母
子
感
染
が
ほ
と

ん
ど
で
す
か
ら
、
現
在
は

Ｈ
舵
抗
原
を
も
つ
母
親
か

ら
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

対
し
て
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

と
い
う
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

予
防
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
か
な
り
キ
ャ
リ
ア

も
減
少
し
、
即
～
帥
年
後

に
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
血

液
や
分
泌
物
に
よ
り
感
染

し
ま
す
の
で
キ
ャ
リ
ア
の

人
は
自
分
の
血
液
等
が
直


